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近世 日本 で は、周知 の ように前期 の知識人 の間で主 ζ して朱子学が受容 される とともに、 日
本 的儒学=古 学 が生 み出 された。後期 には、従来 の朱子学 ・古学 ・兵学 に加 え、国学 ・洋学 な
どの多様 な学 問が盛 んに行 われるようにな った。 これ とは別 に善を説 いた勧善書(『明心宝鑑』
・ 『太上感 応篇』 ・ 『功過格」 ・ 『陰隣録』 など)、いわゆ る 「勧善徴悪」 の書 が知識 人 か ら
民衆 にいた るまで はば広 く読 まれた。 江戸 時代 ・特 に前期を中心 と して・代表的な知識人(儒
学者)た ち は、勧善書 を朱子学 と併用 して、 あるいは朱子学の一部 として受容 したの であ る。
その知識入 の思想形成 さらには江戸時代 日本人 の思想形成 に大 きな役割を果た した代表 的な勧
善者 として 『明心宝鑑』 をあげることがで きる。 本 論文 は、 江戸 時代 に本 格 的 に受 容 され た
『明心 宝鑑』 の 日本での受容の実態 と思想的意義 を明 らかにす る ことが課題 とす る。
『明心宝鑑』 は、 中国時代(洪 武26・1393年)に成立 した勧 善書 のひ とっで あ る。 『明心 宝
鑑』 は、第一 「継善篇」 か ら第二十 「婦行篇」 までの二十 篇で構成 されてい る。 内容 は、儒教
道徳 を中心 と した、儒教 ・道教 ・仏教 の三教合一思想が示 されている。量的には、儒教 ・道教 ・
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仏教 の思想 を示 した条の順 に多 い。 また、 『明心宝鑑』 には、『論語』 ・ 『孟子』 ・ 『荘子』 ・
朱子や史書 その他か ら選んだ、勧善 ・勧学 ・勤勉 ・孝行 ・婦徳 の勧 めな ど、処世論 ない し人生
論 を多様 に収載 してい る。
『明心宝鑑 』の主 眼 は、為政者(官 吏)・ 民衆 の別 を問わず、各身分層 の人が非常 な行為 を
やめ、人 間生 活 の要 にな る善 を行 うことを勧 め るにある。代表 的な道徳思想 として は、① 「天
ない し神 の応報」(天ない し神が人間の善 悪のあ り方 によ って その行 為 に見合 う厳 格 な賞罰 を
与 え る)、② 「知足安分」(天か ら分 け与 え られた自然の分 に安 ん じて満足す る ことが強調 され
ね ここで は富 ・欲 が否定 的に捉 え られている場合が多 い)、③ 「為政」(為政者 に対す る政治 を
なす心構 えや方法 が説 かれ ている)を 挙 げることがで きる。 なかで も、天ない し神 の観念 が強
調 されてい るのが特徴 である。 その天な い し神の観念 のなかには、朱子学的な、天 を現実世界
に内在す るもの(天 理)と す る屈 考 と、中 国古 代 儒教 の天 を現実世 界 の外 に ある人 格 な存 在
(天帝)と す る思考 とが並存 してい る。
この書 は、 中国か ら、朝鮮 ・日本 ・ベ トナ ム、 さらにはスペイ ン ・フ ラ ンス ・ドイ ッな ど、
世界各国 に伝播 し多数 の人 に読 まれていた。 なかで も、 ことに申国 ・朝鮮 ・日本 の東 ア ジア三
国で広 く読 まれ た。 しか し、 これ らの国で は、 それ ぞれ 自国だ けの 『明心宝鑑』の研究が主で、
他 の国での 『明心宝鑑』 の内容 の理解及 び伝播 の実態や その影響 に関 してはそれほど認識 され
て いな い。 特 に中国 ・朝鮮 ・日本 で は 『明心宝鑑』 がかって為 政者 や上級知識人 に用 い られた
に も拘 わ らず、今 までの研究 で はそのよ うな 『明心宝鑑』 の本来 の姿が意識 されていない とこ
ろが多い。 『明心宝鑑』が、世界各国 に広 く伝播 し、 かつ、 その思想 が諸 国 に与 え た影 響 の大
きさを考 え るな ら、 この書 の研究 はさまざまな角度か ら比較思想 的研究 が可能で あ り、 そのた
め には、研 究 の視野を広 く世界各 国の 『明心宝鑑』 の伝播 と受容 へ と広 げ な けれ ば な らな い。
しか し、現在 各国 におけ る 『明心宝鑑』 に関す る研究 は、比較 の視点 を欠 いてお り、中 には本
来 『明心宝鑑』 の内容 を誤解 している見解 さえ多 く見受 けられ る。
このよ うに 『明心宝鑑』 は、 国際的規模で実 に大 きな思想 的役割 を果 た したに もかかわ らず、
その実態 は ほとん ど明 らかにされて いない。今後 は 『明心宝鑑』 に関す る従来の研 究の反省 を
踏 まえ、『明心宝鑑』 その ものの内在 的理解 を試 み、 同書 の思想 を追究 す る と ともに、 また、
国際 的な視野 で各国 におけ る 『明心宝鑑』受容の実 態 と思想的役割 を全体 的 に明 らか に しなけ
れ ばな らない。筆者 は、 このよ うな 『明心宝鑑』 の比較思想史的研究 を今後 の研究課題 とす る
が、本稿で は、 その最初 の作業 と して、 日本 におけ る 『明心宝鑑』 の受容 の実態 を比較思想 史
的見地 に立 って明 らか にす る ことを 目的 と した。・その手続 きと して は、以下三 つの作業 が不可
欠で ある。
① 『明心宝鑑』 の各国で の伝播の実態を事実 に即 して明 らか にす る。
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②各国 に現存 す る 『明心宝鑑』の諸 版本 を整理 し、系統づ ける。
③以上 を踏 まえて、他 の国 とは異 な る日本 における 『明心宝鑑』 の受容の思想特 徴を、 知識
人 によって編纂 された 『明心宝鑑』 関連書物 を通 して比較思想史的観点か ら究明す る。
以下 本稿で は、 これを8章 に分 けて、序章及 び第1章 と第2章 で は 『明心 宝鑑』基礎 的な考
察 を、第3章 以降 は思想的 な考察を行 った。第3章 か ら第7章 間で は、 室町時代か ら江戸 時代
まで 『明心宝鑑』 がどのよ うに受容 されたかを、時代1順に 『明心宝鑑』 の条 文を引用 した関連
書 物を通 して明 らか に した。特 に、 関連書物 の引用者 の取捨選 択の仕方 に着 目して、 中国 ・朝
鮮 とは違 う、 日本独特 の 『明心 宝鑑』受容 の特徴 を明 らか にす ることを 目的 とした。
序章 「本研究 の視点 ・課題 と研究史」
本章 で は、本研究の視点 ・課題 を示 す とともに、1393年に出版 された 『明心宝鑑』 の、 中国
か ら朝鮮、 日本、 ベ トナム、西洋 な ど世界各国への伝播の実態 やそれぞれの国への影響 を概観
し、 あわせて各国での研究状況を明 らかに した。
ここでの 『明心宝鑑』 の世界各国へ の伝播 の歴 史 の比較考察 か ら、『明心宝 鑑』 が、 東 洋 や
西洋 を問わず知識人 に よって用 い られ たという共通点 を もってい ることを確認 した。
第一章 「『明心宝鑑』 の思想お よび版本 にっいて」
本章 で は、編者及 び 『明心宝鑑』 の思想や現存 す る諸版本 につ いて考察 ・調査 した。
『明心宝鑑』 は、1393年に成立 しているにもかかわ らず、 日本 や中国 の一部では 『明心宝鑑』
の編者 や出版年代 を未詳 とす る見解が見 られ る。韓 国で も、未 だに 『明心宝鑑』 の編者 を 自国
の高麗時代 の著名 な儒者、秋適 であるとす る誤 った見解 が見 られる。 この ような各国の見解を
正 して、『明心宝鑑』 の最初 の編者 は中国時代の萢立本 とい う人 物 で、 成 立年 代 は1393年で あ
る ことを、信愚性 のある資料 に もとつ いて改 めて確認 した。
また、今 までの研究で は 『明心宝鑑』 の全体像把握 を意図 じた もの はほとん どな く、 その中
にある特定 の思想 だけが注 目されて くた。 その結果、同書 を単 なる庶民教化 を 目的 とす る善書
と して規定づ ける傾向が強か った。 『明心宝鑑』 が はた してそのよ うに単 な る偲 俗 向 けの思想
を もっ善 書で あるか ど うか明 らか にす るため、『明心宝鑑』 の全篇(序 ・祓 お よ び本 文 の第一
「継善 篇」 か ら第二十 「婦行篇」 までの主要 な内容)を 取 り上 げ、『明心宝鑑』 の全体的 な特徴
(天の観 念、知足安分、五倫 の道徳)を 考察 した。
次 に、 日本 に存在 す る各国出版 の 『明心宝鑑』版本、特 に 「明刊本」、 「清刊本」、「和刻本」、
「抄略本」 に関す る内容 の異同、 出版年代、現存版本 の所蔵 状況を調査 し、 最 後 に版本 の系統
および刊行場所 の分類 を した。
第二章 「『明心宝鑑』の 日本 への伝来 と関連書物」
本章 では、 日本 におけ る 『明心宝鑑』の伝来 が江戸時代で あ り、 また日本 で は 『明心 宝鑑』
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が庶民 を中心 に流布 とい う今 までの考え にたい して、『明心宝鑑』 の 日本伝 来 と読者層 にっ い
て新 たに考察 した。現在判明 してい る、 日本 における 『明心宝鑑』 の伝来 ルー トは、室 町時代
に五山僧 を通 して中国か らもた らされた もの と、安土桃山時代 の文禄 ・慶長 の役 の折 に、朝鮮
か ら輸入 され た もの との2通 りがあ る。 この うち、前者 において 日本 における 『明心宝鑑』 の
初 伝が室町時代 の五 山僧 によ るものであっ たと判断 した理 由は、彼 らが漢文の教 養を持 ち、外
交 の実務 にかかわ った ことと、『明心宝鑑』 の成立年代であ る洪武帝 の時代、『明心 宝鑑』 の刊
行場所(中 国南方 の江蘇省 の太倉)に 五山僧が頻繁 に行 き来 した ことによる。 また、五 山の出
版物 『禅林句集』 に 『明心宝鑑』が引用 されて いることか ら(1688年「洛橋 巽 隅山阜 已十 子」
が指摘)、日本伝来 は室 町時代 と考 え られ る。 しか し、 日本 における 『明心宝 鑑』 の本格 的 な
受容 は江戸時代で ある。 その ことは、寛永以 降 『明心宝鑑』が約80年間版 を重 ねた ことと、 江
戸 時代 の著名な儒学者であ る藤 原慢窩 や林羅 山をは じあ、儒学者 ・僧侶 ・国学者 ・神道家 ・戯
作者 な どの知識人た ちに広 く 『明心宝鑑』 が読 まれた実態を把握 する ことによ って 明 らかにさ
れた。
このよ うに、 ここでは 「明心宝鑑』の 日本伝来 のルー トやテキス トの成立、知 識人 にお ける
『明心宝鑑』の条文 を引用 した関連書物 の作成、 および和刻本の出版 状況 を調 査 ・検 討 す るこ
とによ って、 日本 における 『明心宝鑑』 の歴史 のおおよそを明 らか に した。
第三章 「『禅林 句集』 ・ 『天草版金句集』 と 『明心宝鑑』」
本章で は、室町時代 の禅僧お よび安土桃 山時代 のキ リス ト教宣教 師の手 にな る 『明心宝 鑑』
関連書物を取 り上 げた。 室町時代 の臨済宗妙心寺派 の僧、東陽英朝作 の 『禅林句集』 中に、儒
教 の四書五 経、仏教の諸経 な どと共 に 『明心宝鑑』 の名 もかかげ られてい る。 また、 キ リス ト
宣教 師ハ ビア ンが伝道教化 のための要領、 日本語や 日本の文学 ・歴史 な どを知 らしめるたるた
め編 した 『天草版金句集』 のなかに、多 くの箇所で 『明心宝鑑』 の条文か らの引用が見 える。
『明心宝鑑』 の条文 を典拠 とした箇所 をみると 『禅 林句集』 の条文で は、人を誹 らず、害せ
ず、 己の言動 を慎 む ことによ って身 の禍を防 ぐことがで きることを主 に説 いている。 そこで は、
① 『明心宝鑑』 の天 の観念の二っの柱 一天の厳正 な応報作用 と天の人間の運 命を一方 的 に決定
づ ける作用 一につ いて注意が向 け られていない。② 自分 自 らが人道 に沿 って言動 すれば恥 辱な
い し不当な罪を受 けることがな いとされ、 自らを慎む生活が説 かれてい る。
次 に、『天草版金句集』で は、『禅林句集』 が引用 したのと同様 の内容 もあ るが、 ま た、 『禅
林句 集』 が関心を示 していない、儒書 の 『論語』 を多 く取 り入 れ、 「天、君 子」 とい う用 語 が
使 われた内容 が頻繁 に登場 す る。他 に、『禅林句集』 が道 に沿 った慎 んだ生活 を説 いた ことに
比 べ、 『天草版金句集』で は、人間の運 ・命が天 に委 ね られていること、 人 間 は天 に対 して罪
を犯 して はな らない ことを強 くうちだ し、 このことを通 じて人 間がま もるべ き仁義 の道理 を説
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いて いる。
このよ うにここで は、両書の 『明心宝鑑』か らの引用 の調査、及 び引用の仕方 の思想 的特徴
を明 らか に した。
第 四章 「小 瀬甫庵 と 『明心 宝鑑』」 …
本章 で は、甫 庵著 『明意宝鑑』 にお ける 『明心宝鑑』 の条文か ら引用 箇所 を取 り上 げ、 引用
の仕方 の思想 的特 徴を探 ることに した。
『明心宝鑑』 が含 んで いる天 の観念 の中には、人間 の寿天 ・富貴 ・貧賎 な どが天 によ り初 め
か ら定 め られて いるとい う宿命 的要素 がある。天 は人間 に対 して強い道徳 的要素 と賞罰 を加 え
っっ、動 的 に人 間 と関わ るとす る考 え もある。
甫庵 は 『明意宝鑑』 「継善篇」で、『明心宝鑑』 の 「継善 篇」 か ら天 と関連 した内容 のみを引
用 してい る。 それ は、①人 間行為 の善悪 に対す る厳格 ・公正 な応報 が示 される箇所で ある。甫
庵 は、天 の観念 を多 く引用 しなが らも、『明心宝鑑』 における、人間 の吉 凶禍福 ・富貴 貧賎 ・
寿天 など、人 間の全 てが天道 にゆだね られて いることを示 す箇所(宿 命的要素)を 引用 してい
ない。
②甫庵 は 『明心宝鑑』 の治政論 に関心を持ち、為政者 の政治 には仁義 の道徳が必 要 だとす る
主張 を強 く示す箇所 を引用 している。甫庵の 『明心宝鑑』か らの引用の特徴 は、天の観念 をバ ッ
クに して勧善思想 と政治論 が結 びつ いて いることであ る。為政者 向けの 「政理」 を力説 して い
る。
③ 甫庵 の為政者 に対 す る 「政理」 の説 き方が 『明心宝鑑』 と違 う箇所が ある。例 えば 『明心
宝 鑑』 では政治 の理 を説 いた箇所 を、甫庵 は既 に手 に入 った政治権力を いか に して長 く栄え さ
せ ることが できるか に重点 をおき、語尾をなお している 『明心宝鑑』 の時代 には、 為政者が い
か にす れば仁政 を施 せ るか とい うことに関心 が置かれている。 これ に対 して甫庵 は、当時新 し
くで きた政権(徳 川幕府及 び各藩)を いか に繁栄 させ る ことがで きるか とい うことに重点 をお
いたので ある。 これ は甫庵が、 その時代 に応 じて 『明心宝鑑』 を変容 した結果であると言 える。
上 の よ うに、 甫庵 は五倫 などの道徳を説 くとともに政の要を説 き、安 定 した治政 の実現 をめ
ざ してい るのだか らそ の対策 は為政者 や武士 階級 とみな しうる。 この点 は、庶民階級 の教化 を
説 く知足安分 の思 想を ほとん ど引用 していない ことか らも明 らかであ る。
第五章 「林羅 山 と 『明心 宝鑑』」
本 章で は、羅 山 と 『明心 宝鑑 』 との関係 を明 らか に した。今 までの先行研究 では、羅 山の勧
善書 が 『明心宝鑑』 を取 り入 れた ことにっいて触れ ることはあつたが、 『明心 宝鑑』 に焦 点 を .
絞 って その思想的意味 を深 く探 る論考 はほとん どなか った。
ここで は 『明心 宝鑑』の編のたてかたや内容 と類似 して いる羅 山の 『童蒙抄」の 『明心宝鑑』
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か らの引用箇所 を取 り上 げ、 その引用 がいかな る思想 的意 味を持っか とい う問題 に重点をお い
た。
甫庵 よ り後 に 『明心宝鑑』 を読 んだ羅山 は 『童蒙抄』(別名 『訓蒙要言録』)の 中で 『明心
宝鑑』 を全体 にわた って引用 して いる。① なかで も 『童蒙抄』「勧善部」 の記 述 で は、 個 人 な
い し家 を中心 として勧善 を説 いて いる。例 えば、 『明心宝鑑』 の末尾 「治 家国而 可久 」 の 「家
国」 とい う文言 が、治政論 を全面 に うちだ して いる甫庵 の 『明意宝鑑』 で は 「国家」 にな って
い る。 これに対 して、羅 山の 『童蒙抄』中巻で は、 「治家而 久」 と、「家」を よ りはっき り打 ち
出 してい る。
②羅 山の勧善思想 のなかには、天 の思想 があ る。 しか し、甫庵 のように 「天」 を勧善 の よ り
ど ころ として強 く打 ち出す ことを しない。 っ まり、天 の現実外在性 と現実内在性 の両方 を重視
す る甫庵 に比べ、羅 山の天 は、 主 と して人 間(個 人 ・社会)の 内な る もので あ る。 羅 山 は、
『明心宝鑑』 「継善篇」 の天の外在的観念 にはそれ ほど興味 を示 さなか った。
③ 羅山 の引用 の仕方 の要 は、 『明心宝鑑』の思想 か ら、道徳 的要素 を積極 的 に取 り入 れて い
る ことにある。 そ こには、五倫な どの儒教 の基本 的な道徳 を重ん じる姿勢 が見 られ る。羅 山の
『童蒙抄』 にお ける 「勧善思想」 は、人間 の道徳を宗教 とは結 び付 けず、 社 会 モ ラル と して の
人倫を重視 して いる。 これ らの羅山が説 く善 の対象 は、学 を志 す知識人層 であっ た と考 え られ
る。
また、 ここで は羅山 に経学 を学 んだ野 間三竹 の 『明心宝鑑』 か らの引用書物 を取 り上 げ、羅
山の 『明心宝鑑』 引用書 物 とも比較 しなが ら、三竹 の 『明心宝鑑』受容 の思想的特徴 を明 らか
に した。三竹 は、『明心宝鑑』 の儒 ・仏 ・道 の三教合一思想 のなかか ら、 仏 ・道 の要 素 を のぞ
き、儒学思想 に基づ いた道徳を説 いてい る。三竹 は天 の強制的な力を説 かず、清貧寡欲 の倹 や
かな生活 のなかで、人間 と して道徳性 あ る生活 を説 きすす めて いる。
第六章 「浅井了意 と 『明心宝鑑』」
本章 で は、 了意 の 『明心宝鑑』 の受容及 び勧善思想 の特徴を 『浮世物語』 ・ 『堪忍記』 を通
して明 らか にす ることを 目的 と した。
了意 の 『明心宝鑑 』の条文 か らの引用 の特徴 をみると、甫庵 と同様 に天 と関係づ けた勧善で
あ る。 しか し、甫庵 に較べて天 の機能 は、人 間の非道な行為 に対 して恐 るべ き罰 を与 え る面 が
強調 されて いる。 人間生活 の 「富貴貧賎」「運 ・寿天」 は、人間 の努力 で変 え られ る もので は
ない という 『明心 宝鑑』 の主張 に、甫庵 の場合 はまった くと言 っていい ほど関心 を示 していな
い。 しか し、了意 はこの主張 を も積極的 に教化書 に取 り入れた。 そ して、人 々に天 とい う絶対
的存在 を意識 させっっ、 より強 い 「勧善」や 「知足安分 」を説 いている。了意 のそのよ うな天
の観念 で は、営利活動 は勿論 の こと、財欲や色欲が否定 的 にと られてい る。
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了意 の 『明心宝鑑』条文 か らの引用 に見 られ る、中心 的主張 は、君臣 ・父子 ・夫婦 の上下関
係 が不変 であ るよ うに、富貴貧賎 は人 間のいか なる努力によ って も変 える ことがで きないとす
ると ころにあ る。 この結果、身分秩序 の絶対 化 ・固定化 によ って当時の政治 ・社会 の秩序を肯
定 して い ると私 は見 る。了意 において、『明心宝鑑』が為政者層か ら民衆 層 の いた るまで の対
象 を含んで いたの とはちが って、民衆向 けの実践道徳 に基準 をおいた民衆教化 を 目標 と して い
ると言 える。
第七章 「貝原益軒 と 『明心宝鑑』」
本 章で は、益軒 の 『明心宝鑑』 の受容及 び勧善思想 の特徴 を究明す ることを 目的 と した。
益軒 は、 了意 と同様、知識人のみ な らず町人層 の間 に も多 くの読者層 を持 ち、 当時の社会 に
大 きな影響 を与 えた思想家であ る。益軒 の著作 で も天 の観念が重要 な位 置 を 占め る。 それ は、
①人 間行為 の善悪 に対 し、天 の厳格 公正 な賞罰が あることが示 され、 と くに人間 め悪 に対 す る
天道 の厳 しい罰 が強調 されてい る。 また、②天道 は、絶 大な権能 を もってい るが、 その権能 の
なかに は人 間の富貴貧賎 ・吉 凶禍福 な ど、人間 の運命を支 配す る要素 があ る。 これ らの①② を
益軒 は くり返 し説 き、 これ は古 くか ら聖人が信 じて きた ことで、疑 うことがで きない と念 をお
してい る。 このよ うに、益軒 が 『明心宝鑑』関連書 物 において天道観 を積極的 に打 ち出 した理
由は、益軒 が活躍 した時代、民衆 を中心 と して現世利益主義 の台頭 にと もな う倫理意識 の低下
が あ ったか らであ る。
益軒 の勧善思想 をなおよ くみる と、益軒 はこれ までみて きた思想家 たち と同 じ天道観 を踏襲
し、 これを社会 に広 めよ うとしたので はないことがわか る。 その根拠 は、人 々が天道 の賞罰 の
報 いを意識 した り、世間 のほめ ・そ しりを意識 した りして善行 を積む ことはあや まって いると
益 軒が説 いた ことにあ る。益軒 は、人間のなすべ き道理 として、誠の こ もった陰徳 と しての善
しか も他人 のたあになる善行を勧 めて いる。 そ して、 これ らの善をなす ことが、 人生最大 の楽
であ ると して いる。
このよ うな善 は、他人 のため にな る以上、 自分 のために こそな るとい う。益軒 の 『明心宝鑑」
受容 の仕方 と勧善観(善 書 の 目的 ・勧善 の要)は 、『明心宝鑑』 の条文を引用 した甫庵 ・羅山 ・
了意 たち とはか な り異 な った益軒独 自の思想的特色を もってい る。
第八章 「日本近世 におけ る 『太上感応篇』 と 『明心宝鑑』」
本章で は、『太上感 応篇』 と 『明心宝鑑』・の 日本 での受容層の相違 に着 目 し、 両 書 の思想 と
受容層 ・受容 のされ方 の比較 を通 して、勧善書 の近世 日本 におけ る受容 とその思想 的意義 を探
る ことを 目的 と し、以下 の ことを明 らかに した。
江戸時代後期(18世紀以 降)に な ると 『明心宝鑑』 に代わ って、他 の善書 であ る 『太上 感応
篇』 が庶民 の間で人気 を よぶよ うにな る。『太上感応篇』 は、民衆道教 の聖典 と して、 中国善
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書 の基本書 とされ、同 じ系統の書 に 『陰隣録』 ・ 『功過格』 があ る。 また、 これ らの善書 とは
異質 な内容 を もって いる 『明心 宝鑑』 において も、 わずかで はあ るが 『太上感応篇』 の内容 が
引用 されて いる。
この両書 は江戸時代 の社 会 に多大 な影響 を与 えて いる。『太上感応篇』 と 『明心 宝鑑 』 の 日
本への伝来 は、共 に室 町時代 であ るが、『明心宝鑑』 の本格的 な受容 は江戸 時代前 期 にお いて
で あって、 後期 にな るとあ まり読 まれな くなる。 それに対 して 『太上感応篇』 の本格的 な受容
は江戸 時代 中期 か らであ って、後期以降 もよ く読 まれ た。 読 者層 を み ると、 『明心宝 鑑』 が、
もっぱ ら為政者 や知識人 に読 まれたのに対 して。 『太上感応篇』 は在 野 の知識 人 に よる注釈 書
が民衆 によ く読 まれ、『太上感応篇』 に記述 のある庚 申信仰の儀式 が、 主 に民衆 の間 で商売 繁
盛 ・病気 よけの手立 て として実践 され、現世利益 信仰 として 日常生活 に も影響 を及 ぼ した。
終章 「日本 における 『明心宝鑑』」
ここで は、第一章か ら第八章 までの考察 の結果 を まとめるとと もに、 江戸 時代前期 と後期 そ
れ ぞれ におけ る勧善書受容 の仕方 の相違及 びその時代的背景 を明 らか に しよ うと した。
そ して、『明心宝鑑』 の天 の観念が、江戸時代 に は積極的 に受 け入れ られ、 江 戸時代 にな る
と受 け入れ られな くな る一中国 ・朝鮮 と違 う日本 における独 自の受容 一 とい う事実 の背 後 に、
江戸 時代 の特殊な社会 的文化 的事情 が存 した ことを指摘 した。
以上、序 文か ら終章 までの考察 によ って、 日本 における 『明心宝鑑』受容 に関す る重要 ない
くっかの事柄 を、比較 思想史 的方法 によ って明 らか にす ることがで きた、 と考 える。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、序章、第1章 か ら第8章 、終章、 あわせて10章か らな る。
序章 「本研究 の視点 ・課題 と研 究史」 で は、論者 は、「1.本研究 の視点 ・課 題」 で、 中国
明代 の勧善書 『明心宝鑑』(以下 『宝鑑』 と略称)が 朝鮮 ・日本 ・ベ トナム ・さ らに はス ペ イ
ン ・ドイッな ど広 く世 界各 国に伝播 した事実 および この書 の伝播 につ いて国際的視野 か ら研究
が必要 で あることを記 したあ と、本論文 の課題 は 日本 にお ける 『宝鑑』 の受容 の実態 を比較思
想 史的見地 か ら究明す ることにあ る、 と記す。「2.各国 における 『明心宝 鑑』 の流布 と研 究
史 の問題点」 で は、先行研究 を踏 まえなが ら、中国 ・朝鮮 ・日本 ・ベ トナム ・スペ イ ンなどの
西洋諸 国への 『宝鑑』 の伝播 ・普及 の実態 を くわ し く示 し、 あわせて これ らの国 々に お ける
『宝鑑』研究 の従来 の状況 を記述 す る。
第1章 「『明心宝鑑』 の思想 お よび版本 にっいて」 では、「1.著者お よび全体 的内容 の主要
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な思想」で、 この書 は明代洪武26年(1393)萢立本 によ り編纂 された との先行説 を再 確 認 した
上 で、 この書の思想 を、第1「 継善 篇」 が ら第20「婦行篇」 までの各篇 ごとに摘 録 し、 さ らに
一 書全体 につ いて要約 ・提出す る。 「2.『明心宝鑑』 の諸版本」で は、現存 す る諸 版本を、 明
刊 本 ・清刊 本(中 国成立)、和刻本、清州本 ・抄略本(李 氏朝鮮成立)に 分 類 し、 系 統 づ けを
行 う。 この箇所 は、 この書 に関す る基礎 的事実 を調査 ・確定 した もので、 この書 の今後の研究
の進展 に有益 であ る。
第2章 「『明心宝鑑』 の 日本へ の伝来 と関連書物」 では、 この書 の 日本 伝来 の ルー トは①室
町 時代 の五 山僧 を通 じた中国伝来 の もの と②文禄 ・慶長 の役を契機 とす る朝鮮伝来 の もの とが
ある こと、 日本 で江戸 時代(こ とに前期)に 有力な思想家た ちが この書 の内容 を摂 り入 れた書
物 を しば しば編纂 。著述 し、 この事実 が日本 にお けるこの書 の受容 の独 自の形 を示 してい るこ
と、 をのべ る。 この章 の指摘 も、『宝鑑』 にっいての基礎事実 をよ く調査 してお り、 今後 の研
究 に役立っ ものであ る。
第3章 「『禅 林句集』 ・ 『天草版金句集」 と 『明心宝鑑』」 では、「1.『禅 林句 集』」 で、 室
町時代 に臨済宗妙心寺派 の僧 ・東陽英朝の編んだ 『禅林句集』 が、『宝 鑑』 の思想 の核 をなす
天 の観念 にはま った く関心 を払 うことな く、人 それぞれが他人 を気 にせず に。 人道 に沿 った言
動 をすべ きだ とす る思想 を選択 して摂 り入れてい る、 とす る。 「2.『天草 版金句 集 』」 で は、
『金句集』 の編 者(キ リス ト者)が 儒 ・仏 ・道三教 に複合す る 『宝鑑』 の思想 の うち儒 の思 想
を主 に摂 り入れ、人 が仁義 を守 って天(キ リス ト教 の神 と重ね合わ され る)に 従わねばな らぬ
と説 く、 とす る。両書 ともにそれぞれの思想的見地 に立 って、『宝鑑』 の思想 を取捨 して い る
事実 の指摘 は興味深 い。
第4章 「小瀬甫庵 と 『明心宝鑑』」 では、江戸時代の思想家 ・甫庵編 『明意 宝鑑』 を主 た る
対象 に して、 その 『宝鑑』受容 の様態を探 る。論者 は、『宝鑑』 の もつ、 ① 天 が人 間行為 の善
悪 に厳格な禍福 の応報 を降す とい う観念 、②天 が人間 の富貴貧賎 や寿命 を一方 的に前 もって決
定づ けて いるとい う観念(知 足安分の観 念 と結合 している)の うち、甫庵 が② の面 をま った く
顧慮せず に① の面のみ を積極的 に摂 り入 れっっ勧善を説 く、 とす る。 あわせて、甫庵が 『宝鑑』
の知足安分論 を摂 り入れ よ うと しな い事 実を も指摘す る。 甫庵 の こと 『宝鑑 』 受容 の仕方 は、
人間 の可能性へ の信頼感が急速 に高揚 ・普及 す る江戸時代初期 の時代思潮 を反映す る もので興
味深 い。 なお、論者が、『宝鑑』 の各条 の うち甫庵 が引用 した条 と引用 しなか った条 を抽 出 ・
対象 しなが ら以上 の指摘 を して いる点 は評価 されてよい。
加えて論 者 は、甫庵が為政者向 けにあ るべ き政道を積極 的に説 いている ところか ら、 その著
述の対象 は、 為政者 とそれ に近 い上層身分 の人 々だ、、とす る。
第5章 「林 羅山 と 『明心 宝鑑』」 では、羅山編 とされる 『童蒙抄』 を考察 の対 象 とす る。 羅
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山の 『宝鑑』受容 の特色 を、羅 山が 『宝鑑』 にみ られ る、天 ・紙へ の宗教 的崇 拝面 を 除去 し、
この世 の道徳(人 道)、ことに五輪 の道徳 を重視す る見地 を強 く打 ち出 して勧 善 を説 い た点 に
見 出 してい る。 この書 の対象 は武士や庶民の上層 クラスだ とす る。
第6章 「浅井了意 と 『明心宝鑑』」 で は、17世紀広範 に活躍 した了 意 の 『宝鑑 』 受容 を考 察
す る。考察 の中心 はここで も天 の観念 である。 了意 は、①人 間行為 の善悪 に対す る天の応報作
用 を説 くとともに、②天 の、人 間の富貴貧賎や寿天 を前 もって定 める働 きをよ り力説 している
(知足安 分論 を伴 う)、この ことは1660年過 ぎに確立 した幕藩体制 の身分秩序 を了意が絶対視 し、
『宝鑑』 の思想 を この時代 に即 した形で受容 した ことを意味す る、 と論 者 は説 く。 その勧善 の
対象 は、 町人 ・農民 らの民衆 だ った、 とす る。
第7章 「貝原益軒 と 『明心宝鑑』」で は、主 に1700年過 ぎ に教化 活動 を な した益 軒 を取 り上
げ る。益軒 が、天(神)の 禍福 の応報 や富貴貧賎 を決定 づ ける働 きを強調 しつっ道 や善 を説 く
点 で 『宝鑑』 の見地 を摂 り入 れっっ も、儒教 に基づ く見地 をよ り重視 して、人 々(為 政者か ら
民衆 まで)に 、天(神)の 報 いや世 間の殿誉を顧慮せず に、善 を道理 なるが故 になすべ きだ と
説 き、 さ らにかか る道 ・善 の実践 の中に無上の楽 しみを見出 してい る事実を指摘する。論者の、
益軒 の 『宝鑑』受容 にっ いて り指摘 は、江戸前期末 にいた って思想家 たちが 『宝鑑』 を乗 り超
えて い く事例を よ くと らえた もので意義 がある。
第8章 「日本近世 にお ける 『太上感応篇』 と 『明心宝鑑』」 では、 中国善書 の うち江戸 時代
前期で は 『宝鑑』がお もに普及 し、後期 では 『太上感応篇』 にとって代 られ る事実 を指摘 し、
あわせて この事実の社 会的 ・文化 的背景 を探 っている。
第9章 「日本 にお ける 『明心宝鑑』」で は、 それ までの考察 の結果 を簡潔 にまとめて いる。
総 じて、本論文 は、 史料の取扱 いに慎重 さを欠 く面が時 に見受 けられ るものの、 日本 におけ
る 『宝鑑』 の受容の実 態 を事実 に即 して仔細 に調査 ・究明 し、 その思想史 的意義 を もかな り的
確 に把握 してお り、その研究成 果 は、 日本 ・中国間 の思想交 渉史の重要 な一面 を新 たに明 らか
に している。
よ って、本論文の提出者 は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と判
断 され る。
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